
私たちのくらしと 森林・木材の放射能
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
が
単
位
の
空
間
線
量
率
は
外
部

被
ば
く
の
指
標
と
し
て
、
も
っ
と
も
関
心
の
高
い
数

値
で
す
。
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
森
林
内
で
の

空
間
線
量
率
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

簡
単
な
モ
デ
ル
計
算
を
使
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う（
１
）。
こ
こ
で
説
明
す
る
考
え
方
は
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
後
の
早
い
段
階
で
着
目
さ
れ
て
い

た
も
の
と
同
じ
で
す（
２
）。

今
回
の
事
故
で
は
広
い
範
囲
が
汚
染
さ
れ
た
の
で
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
放
射
線
が
飛
ん
で
き
ま
す
。
測

定
さ
れ
る
空
間
線
量
率
は
そ
れ
ら
全
体
の
影
響
を
う

け
て
い
ま
す
。
簡
単
な
例
と
し
て
、
広
い
平
坦
な
地

表
面
に
何
も
生
え
て
い
な
い
裸ら

ち地
の
場
合
と
樹
木
が

生
え
て
い
る
森
林
の
場
合
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

汚
染
物
質
の
飛
来
に
よ
り
、
裸
地
で
は
放
射
性
物
質

が
地
表
面
に
沈
着（
付
着
す
る
こ
と
）し
ま
す
。
一
方
、

森
林
で
は
、
林
冠
（
樹
木
の
葉
が
並
ぶ
部
分
）
と
林

床
（
落
ち
葉
な
ど
の
地
面
）
の
２
か
所
に
分
か
れ
て

沈
着
し
ま
す
（
図
１
）。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が

１
㎡
あ
た
り
30
万
ベ
ク
レ
ル
（
ベ
ク
レ
ル
は
放
射
性

物
質
量
の
単
位
）
飛
来
し
た
も
の
と
し
、
裸
地
で
は

地
表
面
に
全
て
が
沈
着
し
、
森
林
で
は
林
冠
と
林
床

面
に
そ
れ
ぞ
れ
半
分
ず
つ
沈
着
し
た
と
し
ま
す
。
こ

の
と
き
の
裸
地
と
森
林
に
お
け
る
空
間
線
量
率
を
高

さ
ご
と
に
計
算
し
て
み
ま
す
（
図
２
）。
裸
地
の
場
合
、

森
林
内
の
空
間
線
量
率
は
ど
う
決
ま
る
？
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放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
あ
る
地
表
面
付
近
で
の
空
間
線

量
率
が
一
番
高
く
な
り
、
１
ｍ
以
上
の
高
さ
で
は
空

間
線
量
率
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
様
子
が
わ
か
り

ま
す
。
一
方
、
森
林
で
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
林
冠

と
林
床
の
２
か
所
に
あ
り
、
森
林
内
の
空
間
線
量
率

は
林
冠
と
林
床
か
ら
の
放
射
線
（
ガ
ン
マ
線
）
の
合

計
と
な
り
ま
す
。
林
床
か
ら
の
ガ
ン
マ
線
に
よ
る
空

間
線
量
率
は
裸
地
の
場
合
と
同
様
に
減
少
し
ま
す
が
、

林
冠
か
ら
の
ガ
ン
マ
線
が
高
さ
と
と
も
に
少
し
ず
つ

増
加
し
ま
す
の
で
、
森
林
内
の
空
間
線
量
率
は
、
林

床
や
林
冠
の
近
く
を
除
き
、
高
さ
に
よ
る
変
化
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、
沈
着
し
た
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
量
・
分
布
、
森
林
構
造
、
地
形
な
ど
の

影
響
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
空
間
線
量
率
が
決
ま
り

ま
す
が
、
森
林
内
で
の
空
間
線
量
率
が
決
ま
る
様
子

を
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

福
島
県
内
の
森
林
に
お
い
て
上
下
方
向
別
の
ガ
ン

マ
線
空
間
線
量
率
を
測
定
し
た
例
が
あ
り
ま
す
（
図

３
、
４
）（３
）。
測
定
現
場
（
図
５
）
は
平
坦
地
で
は

図1　裸
ら ち

地と森林での放射性セシウム沈着の様子

図２　裸地と森林における空間線量率の高さ分布（モデル計算）
　　　 計算条件：放射線源から直接出る放射線のみを対象。裸地面、林床面、林冠層

へのセシウム沈着はそれぞれ一様とし、林冠の平均的な高さは15ｍ、土地1ｍ2

あたりの葉面積は5ｍ2、林冠形状は平板状を仮定し計算。
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私たちのくらしと 森林・木材の放射能
な
い
た
め
、
斜
面
の
影
響
を
う
け
ま
す
が
、
上
向
き

空
間
線
量
率（
４
）に
は
林
床
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量
が
、

下
向
き
空
間
線
量
率（
４
）は
林
冠
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

量
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
計
算
や

上
下
方
向
別
の
空
間
線
量
率
測
定
は
、
森
林
に
お
け

る
除
染
効
果
の
予
測
や
確
認
に
役
立
ち
ま
す（
２
、３
）。

（
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参
考
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（
２
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林
野
庁
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レ
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森
林
の
除
染
実
証
試
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結

果
に
つ
い
て（
第
二
報
）添
付
資
料（
２
０
１
１
年
12
月
27
日
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http://w
w
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.rinya.m

aff .go.jp/j/press/hozen/pdf/111227_1-
01.pdf

（
３
）：
大
谷
義
一
ら
（
２
０
１
３
）
森
林
域
に
お
け
る
除
染

効
果
確
認
の
た
め
の
上
下
方
向
別
空
間
線
量
率
測
定
、
関
東

森
林
研
究
、64(1), 89-92

（
４
）：
上
向
き
空
間
線
量
率
、
下
向
き
空
間
線
量
率
は
図
３

中
で
解
説

図４　 上下方向別空間線量測定の測定機器と測定の様子。
小型線量率計を鉛の遮蔽台にセットし、背面と側面からの放射線を遮断し
測定を行う。

図５　 福島県林業研究センター多田野試験林（郡山市）にある針葉樹林（左）と落葉広葉樹林（中）の様子。
雪が降ると放射線の一部が遮断されるので、空間線量率は低下する。（右）

図3　 福島県林業研究センター多田野試験林（郡山市）における高さ1mでの上向き空間線量率（P↑）、下向き空間
線量率（P↓）、全方向空間線量率Qの測定結果（大谷ら (2013)(3)より作図）。なお、Q値は鉛遮蔽台を使用せ
ず周囲の影響をうけるので、P↑+ P↓とは完全には一致しない。上向き空間線量率と下向き空間線量率は、そ
れぞれ林床と林冠の放射性セシウムに由来するガンマ線がもたらす空間線量率で、マイクロシーベルト毎時（μ
Svh-1）の単位で表す。（左図）

下向き空間線量率（P↓）
上向き空間線量率（P↑）
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